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一方で、天野さんは、持ち前の明るく周囲を引きつける人柄を活かしてリーダーシップを発揮

し、和牛繁殖産地を牽引していきます。 

天野さんが所属しているＪＡ愛知東和牛部会では高齢化により生産者の減少が進み、和牛繁殖

農家が子牛を出荷している新城家畜市場では、出荷頭数の減少や母牛の血統の古さなどにより市

場の地位が低くなり、取引価格も低迷していました。「産地全体が活性化して、市場の地位が高

くならなければ、農家の経営も改善しないし、和牛部会の存続も難しい。」との信念から、地域

全体を巻き込んだ取組を次々に推進していきました。 

まず取り組んだのが、自給飼料を安定的かつ安価に確保できるシステムの構築でした。飼料作

物生産の機械を所有・共同利用する愛知東飼料生産コントラクターを平成 15 年に設立して、初

代会長として 10 年間務め、この取組を軌道に乗せました。平成 23 年には新城稲ＷＣＳ利用組合

を設立し、初代会長として現在も稲ＷＣＳの推進に取り組んでおり、「畜産農家と耕種農家の両

方の気持ちがわかるメリットを活かしていきたい。」と話していただきました。 

また、平成 21 年には若手生産者組織を結成し、個々の農家を巡回して問題点を洗い出し、種

雄牛の選定と母牛の改良に取り組みました。「部会全体で改良に取り組むことが、新城家畜市場

の地位向上につながり、取引価格の向上に結びつく。」と天野さん。以前は一部の篤農家だけが

個々に取り組んでいた受精卵移植（ＥＴ）についても、「酪農家の乳用牛の腹を借りることで、

母牛を持たなくても優良な子牛が生産できる。」と部会全体で取り組む必要性を説得して回りま

した。その結果、平成 25 年に酪農家と連携して愛知東ＥＴ活用

推進協議会が設立され、初代会長として現在もＥＴの活用推進

に取り組んでいます。 

こうした取組の成果で新城家畜市場の評価は次第に高まり、

平成26年度にＪＡ愛知東和牛部会が日本農業賞の集団組織の部

で特別賞を受賞するという偉業につながったのです。 

 

 

 

平成 27 年度からはＪＡ愛知東和牛部会の部会長も務める天野さん。リーダーとして心がけて

いることは、「信念を持って前に進むこと。人によっていろいろな意見があるので反対されるこ

ともあるが、地域や部会全体が良くなるにはどうすればよいかを常に考えている。挫折せずに続

けていると、誰かが見ていてくれて、賛同してくれるんですよ。」と語っていただきました。 

最後に、今後の展望を伺うと、「新規就農者を確保するためには、品目横断的な交流など就農

しやすい環境を整備することが必要。魅力のある畜産経営を実現し、就農促進に貢献したい。」、

「今は全国的に子牛の価格が高いが、いずれ下がってくる時期が訪れる。そうした時でも、新城

家畜市場の地位が相対的に向上するように、地域全体で取組を一層推進していきたい。繁殖農家

は縁の下の力持ち。肥育農家を経由しなければ消費者には届かない。本県のブランド（みかわ牛）

や地域のブランド（鳳来牛）の確立に向けた取組が必要。和牛農家と酪農家の壁、県内の地域の

壁を取り払って、『愛知の牛』として盛り上げていく必要があると考えている。」と、力強く語っ

ていただきました。 
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